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Research Abstract

【⽬的】⼼筋組織は⼼筋線維の配列⽅向によって興奮伝導速度が異なる異⽅向性伝導特性を有し,摘出⼼筋を⽤いた検討などから,⼼筋構築の異⽅向性がリエントリ-性不整
脈発⽣機構に関与する可能性が指摘されているが,未だ⼗分に解明されてはいない.本研究では,イヌ⽣体拍動⼼に⾼密度マッピング法を⽤いて急性⼼筋虚⾎時における⼼筋
異⽅向性伝導と⼼室性不整脈発⽣の関係を解明することを⽬的とした. 
【⽅法】雑種成熟イヌ8頭(8〜12kg)をpentobarbitalで⿇酔後,⼈⼯呼吸下で開胸し,⼼膜を切開して⼼臓を露出し,左冠状動脈前下⾏枝(LAD)潅流領域にマッピング電極を
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留置した.マッピングには極間1mmの双極⾦球電極96対を1.5mm間隔に8列×12⾏に配列し,中央に記録⽤電極とは別に刺激⽤双極電極を1対配したマット電極を⽤い
た.Base lineの記録終了後LADを近位部で結紮し,経時的に中央刺激電極で基本刺激周期300msの刺激を⾏い興奮伝播過程を記録した.興奮伝播様式の記録解析にはHPM-
7100(フクダ電⼦社)を⽤いた. 
【結果】Base lineにおける⼼表⾯⼼筋線維の⻑軸⽅向興奮伝播速度(以下θL)は,θL=0.705±0.067m/s,短軸⽅向興奮伝播速度(以下θT)は,θT=0.344±0.057m/sであっ
た.LAD結紮5〜10分後には,θL=0.472±0.123m/s,θT=0.255±0.038m/sといずれも有意に低下した.結紮20〜30分後θL=0.561±0.128m/sと⻑軸⽅向の興奮伝播速度
が⼀時改善したが,結紮40〜50分後には再び興奮伝播速度の低下が認められた(θL=0.441±0.112m/s,θT=0.253±0.073m/s). 
【総括】イヌ急性⼼筋虚⾎モデルにおいて,⼼表⾯異⽅向性伝導の経時的な変化率に差がみられ,この過程が急性⼼筋虚⾎時の不整脈発⽣機序と関連する可能性が⽰唆され
た.
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